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発行日 

20２４．８ 

５つの活動 

①知る   防災の好事例を「見える化」 

②つながる 専門職と住民がつながる 

③取り組む 災害を想定した活動に取り組む 

④補う     必要なことを補完する 

⑤広げる、広がる 地域内に情報発信・啓発 

いざという時の『ご近助力』 

～災害時にも役立つネットワークづくりに取り組んでいます～ 

『まちなかゾーン会議』って？ 

 行政や保健医療福祉関係者、地域住民
組織の代表者等が連携し、地域課題の解
決に向けて活動をしています。 

誰もが準備しておく必要がある

「防災」をテーマに、支え合いの

地域づくりを目指しています。 

朝霧地区 

まちなかゾーン会議 

つながりが強いまち⇔災害にも強いまち 

大蔵地区  

会のなかで「一時避難セット」を作成。参加者の方に配布しました。スタッフ手作りの巾

着袋の中には、折り畳みスリッパ、懐中電灯、お茶、お菓子、歯ブラシ、そして事前に必

要な情報を書いておく「緊急時・災害時お助けメモ」が入っています。また、随時避難時

に必要な物品を考えながら、巾着の中身を少しずつ増やしています。この一時避難セッ

トを玄関などにぶら下げておくと、万が一のとき、巾着を片手にすぐに避難することが

できます。 

玄関先にタオルを掛けて家人の無事を知らせる「ぶじだす！タオル」。災害が発生した時

に、危険な状況から逃れるためにすぐ頼りになるのはご近所、町内の人達による早期発

見や連絡です。タオルを出せば「無事です！」の合図 、ペーパーを出せば「助けて！」の合

図で発信すること、そして何もでていなかったら、安否の声かけが定着することを願い、

活動を行っています。 

災害時要援護者の避難サポートを目的に、マンション自治会と連携し「災害サポート隊」

を結成。災害時はメンバー自身や家族の安全も大切に、要援護者の方の避難をサポー

トできるよう、普段から万が一の時に備え、ハザードマップで避難場所の確認、避難時

の車いすや備品の準備、自治会と連携した避難訓練、救急救命講習などに取り組んで

います。また、緊急時は LINEグループなどを通じてメンバーで連携を取ります。 

太寺 4丁目町内会 

東人丸にじの会 

ユニハイツ朝ぎり 



 

 

  

 

 

 

＊研修室等の利用申し込み＊ 

電話番号／078-918-6010 

貸室専用メールアドレス／ q q n x 2 r e 5 k @ w i n d . o c n . n e . j p 

FAX番号／078-915-0092 

あさぎり・おおくら総合支援センター 
住所／明石市松が丘５丁目 7-22 

    あさぎり福祉センター内 

電話番号／078-915-0091 

FAX番号／078-915-0092 

発行元 

私たちもしっかりと水分補給を行い、業務に取り組んでいます。            

あさぎり・おおくら総合支援センターでは、今後も地域の皆様の身近な

相談窓口となることができるよう様々な活動を行っていきます。 

 

「知らない人からの 

         電話には出ない！！」 

特殊詐欺の犯人からの電話の約 6割が 

固定電話にかかってきます。 

 

 

自動録音電話機 …警告と録音で犯人からの固定電話への着信を防ぐ（購入費の助成制度有） 

…ナンバーディスプレイなどを活用して電話の相手を確認する 留守番電話設定 

 

認知症のある独居高齢者宅に 

「海産物を送ります」と電話があり 

本人も「お願いします」と言ってしまった。 

後日自宅に海産物が送られてきて、家族が気付く前に 

本人がお金を支払ってしまった。 

明石市内で実際にあった事例 

①上手に汗をかこう！…身体を動かす・湯船で温まることで汗をかきやすい身体に 

②規則正しい生活をしよう…体調不良だと熱中症を起こしやすくなります 

③お家の中でも脱水予防…のどが渇く前に飲む！ 

④エアコンを積極的に使いましょう（28℃設定）     

⑤外出時もしっかり暑さ対策を…帽子や日傘の活用と、涼しい場所でこまめな休憩を 

電気代より入院費用が

高くつく事も…！！(*_*) 

 

     

あさぎり・おおくら総合支援センターでは昨年度より、２～３か
月に１回程度、朝霧中学校区、大蔵中学校区の居宅介護支援
事業所、小規模多機能型居宅介護に在籍されている介護支援
専門員（ケアマネジャー）との交流会をおこなっています。 

  ５月開催時は１６名の方に参加いただき、和気あいあいとした
雰囲気で情報交換などを行いました。今後も勉強会等、開催し
ていきます。地域の介護支援専門員（ケアマネジャー）の皆さ
ま、ぜひお気軽にご参加ください。 


